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高岡市古城公園での訪花昆虫調査、および富山県内11カ所での調査結果比較
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図4－1富山県内11カ所での訪花昆虫調査結果（合詐
反F7
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とでのべ個体数が増加する傾向
があることとの関係でその様な
結果となっている。
ハナアブ類については，双迩
目と同様であるが，小形のハエ
類の割合が多い平地の古城公園・
島尾では少なくなっている。
その他の目
甲虫目では，山地で多く，よ
り高地へまたより低地へ向かう
に連れ減少する。甲虫目のうち
カミキリムシは，山地以上で多
く，コガネムシは山地以下で多
く，ハムシは，亜高山・山地で
多く他では少ない。
鱗迩目は，平地の農耕地で4
時間あたり．延べともに最も多
く，他では少なくなっている。
各目の割合
各調査場所で最多の目（膜迩
目もしくは双迩目）は，亜高山
から平地までその調査地の全訪
花昆虫個体数のほぼ50％を占め
るが，高山域ではその割合は増
加し浄土山では75％ほどにもな
る。2番目の目（双迩目もしく
は膜迩目）は20％～40％で高山
から平地に向かうに連れ割合が
増加する傾向がある。3番目の
目は，甲虫目もしくは鱗迩目で
あるが，多くの場所で10％前後
ではあるが高山域や海浜，都市
公園では数％以下となっている。
訪花昆虫の目からすると，高
山域の多様性は他所にくらべ少
ないと言えるだろう。
最多の目が双迩目である所は
高山域と平地の農地で（そこで
は2番目の目は膜遡目である｡)，
他の全ての所では，膜迩目が最
多でありそこでは双迩目が2番
目である。3番目が鱗迩目であ
る場所は，呉羽丘陵と平地の2
カ所の3カ所で，その他では，
甲虫目が3番目である。高山の
2カ所では鱗迩目・甲虫目とも
根来尚
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山地下部～平地（海浜以外）
では，一番の科の割合は50％ほ
どで，2．3位以下ではその割
合は少なく，多様度は小さいと
言えそうである。一番の科（キ
ク科陰）の割合の高い所は帰化種
への訪花の割合も多いところで
ある。（｢帰化種等への訪花」
の項参照）
膜迩目
膜迩目で最も多く訪花した植
物科は，氷見の海浜以外では全
てキク科である。氷見ではバラ
科が1位でキク科は3位。高山
域の室堂平，山地下部・丘陵地，
農耕地では50％程度もあり（他
所では30％前後)，他の科に
比べたいへん多い。延べでは，
山地下部・丘陵地で最も多く，
より上方・より下方では少なく
なる。2．3．4位には，高山-
亜高山では，バラ科・ツツジ科
やタデ科・セリ科が，山地～平
地では，スイカズラ科・マメ科
やタデ科・バラ科などが，氷見
の海浜ではセリ科やブドウ科か
入ってくる。膜迩目の訪花対象
からみると，亜高山以高，山地
～平地，海浜と3分されるよう
にみえる。ハナバチ類について
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図4－2富山県内11カ所での訪花昆虫調査結果（膜遡目）
割合は低く|司数であった。平地もしくはその近傍の人
手の強く入ったところでは鱗迩目がより多くなると言
えるだろう。
2．訪花された植物
全般
各調査地で訪花された植物は，当然その地の植生に
従うのだが，今回の調査では規格化された植生調査を
実施しなかったので統一的に各調査地の植生を提示で
きないのは残念である。
各調査地で最も多くの昆虫を集めた植物の科は，高
山域の2カ所（ここではセリ科である）以外ではキク
科である。一番の科の割合は，高山域～山地上部・海
浜では低く（20％ほど)，これらの場所では1．2．
3位間の差が大きくない。植物科からみて訪花する対
象の多様度が大きいと言えるだろう。
5農
も，膜迩目全般で言えることがほぼそのまま当てはま
る。
双迩目
双迩目で最も多く訪花した植物科は，高山域の上方
ではセリ科高山域の下方および亜高山ではバラ科（30
％前後)，山地以下ではキク科である。キク科は高山・
亜高山でも2位もしくは4位（東一の越）で（20％前
後）ある。山地以下ではキク科ではその割合がたいへ
ん高く45％～75％にもなり他の科に比べたいへん多い。
キク科では，4時間あたり訪花個体数では高山域か
ら平地までさほど変わらず，延べでは下方ほどより多
くなる。
セリ科は，高山域と海浜で多く，バラ科でも高山域
と海浜で多く，キンポウゲ科では高山域で多い。タデ
科は全般的に多く訪花される。ハナアブ類についても，
双迩目全般で言えることがほぼそのまま当てはまる。
高岡市古城公園での訪花昆虫調査、および富山県内11カ所での調査結果比較
帰化植物等への訪花
表5に，訪花植物を帰化種，
植栽種，在来種と区分して各調
査地での訪花昆虫個体数の割合
を示した。
在来種への訪花昆虫個体数の
割合は，おおきく3つに区分さ
れる。高山域～山地上部では90
％以上，平地の都市公園と農耕
地では30％前後，その他の丘陵
地と海浜では70～80％である。
植栽種が多いのは，当然である
が都市公園で次いで公園に隣接
する海浜で20％前後である。平
地の農耕地や丘陵でも農耕地に
隣接する所では少ないが植栽
種への訪花がある。帰化種で群
を抜いて多いのは農耕地（約70
％）で，次いで都市公園（約45
％）である。山地下部・丘陵地
でも帰化植物への訪花昆虫の割
合は高く，山地から平地に向け
てその割合は高くなる。海浜で
は平地の他所よりは帰化種への
訪花割合は10％程度と少なくなっ
ている。さすがに高山域では帰
化種への訪花は無かったが，亜
高山で少数ながら帰化種への訪
花が見られた。
帰化種の訪花対象のほとんど
はキク科（75～100％）であっ
て，セイヨウタンポポ，ハルジ
セイタカアワダチソウがそうで
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図4－3富山県内11カ所での訪花昆虫調査結果（双迩目）
オン，ヒメジョオン，
ある。表5各調査地での帰化種・植栽種・在来種への訪花個体
数の割合（％）
調査地帰化種植栽種在来種 3．訪花個体数の季節消長
全般
図4-1の各調査地での訪花期間中の訪花個体数の変
動をみると，各調査場所で，最多個体数を示す時期は
異なるが，高山域では8月上旬のl峰で1200～1400個
体で，より低地では2峰であり600～800個体である。
2峰の個体数を足し合わせると1100～1500個体ほどに
なり，高山域でのl峰の個体数と同程度になる。
亜高山以下で訪花個体数の2つのピークの現れる時
期は，秋では9月ないし10月であるが，より高地（亜
高山・山地）では9月上旬・9月中旬とすこし早めで
高山域3カ所
弥陀ヶ原
美女平
山田村
三熊
呉羽丘陵
古城公園
小矢部
氷見市
?????????
??????
????
???
、〕?〕? ?〕、?????????? ー?
??〕
－－三里'二三
一△11』11__
根来尚
あり，より低地（丘陵地・平地）では9月中旬～10中
旬となっている。初夏～夏のピークでは，亜高山から
丘陵にかけてでは，亜高山の7月下旬から山地の7月
中旬，6月中旬と低地になるにしたがって早くなり，
丘陵地では5月中旬となる。しかし，平地では6月中
旬～7月中旬と遅くなっている。これは，双迩目の個
体数の多少と関連している。
膜遡目と双迩目
図4－2．3に，膜迩目と双迩目の各調査地での季節
消長を示した。膜迩目では初夏のピークは平地の各地
でも5月中旬である。膜迩目の高山域でのピークはあ
まり明瞭ではなく，かつ200～400個体であって，初夏
～夏と秋の合計したものとはなっていない。全訪花昆
虫個体数のピークの有り様は双迩目の消長に大きく関
連している。
4.花資源と訪花昆虫個体数
高山域での訪花対象である花は，おおまかには，よ
り低地の初夏～夏と秋の開花に相当するものたちがいっ
せいに咲くと言ってもよいであろう。亜高山以下の地
域での訪花昆虫個体数の二峰型の季節消長に対し，高
山域での一峰型はそれを反映しているものと考えられ
る。
では，各調査場所での訪花昆虫個体数の消長は，そ
の場の花資源量に比例していると考えてもよいであろ
うか。
膜迩目（主にハナバチ類）は，高山域でもピーク時
の4時間あたりの訪花個体数は亜高山以下の地域と大
差無く，高山域ではその一峰の個体数は，より低地の
二'11条を加えたものとはなっていない。高山域では，花
にとっては初夏と秋が一緒に来，訪花昆虫を養える上
限もより低地より高くなるが，膜迩目の場合，その場
の花資源量にかかわらず，その生活空間と生活様式に
支配され，その個体数には一定の上限があると考えて
もよいのではないだろうか。
双迩目（主にハナアブ類）は，膜迩目とは異なり，
高山域ではピーク時4時間あたりの訪花個体数は亜高
山以下の地域とは大きな差があってたいへん多い。双
迩目の場合には，その訪花個体数は花資源量にしたが
うと言ってもよいのかもしれない。双迩目は，また平
地の農耕地でも山地～平地の他所より多くなっており
草原である場所では双迩目の個体数が多く，また花資
源量に従って増減することで，今回の結果のような消
6愚
長パターンを示すことになっているものと考えられる。
5.比較のまとめ
高山域から海浜までの富山県内11カ所の調査で，鵬
目約3万5千個体の昆虫が79科415種の花上で観察さ
れた。単位時間あたりの訪花個体数の多いのは高山域
であり，山地や平地では少なかった。訪花期間を通じ
ての延べ個体数では山地～平地で多く，高山域では少
なかった。双迩目の割合が多い高山域と平地の農耕地
は共に草原であることで共通しており，その他の調査
地では膜迩目の割合が多かった。高山域ではセリ科へ
のそれ以外の場所ではキク科への訪花が最も多かった。
帰化植物への訪花は平地の農耕地と都市公園で多かっ
た。高山域では訪花個体数のピークは夏に一度であ'1
それ以外では二度のピークがあった。ピークの時期は
双迩目の訪花時期と強く関連していた。
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